中央ヒーターで調巧をずる 


溫める 


Ajl お ilM 中央ヒ-夕-はホ熱し、トッププレ-卜の表面が高温となります。使用中および使用後はトッ 
ププレートの温度が高くなつていますので、やけどにを意してください。また、絶対に可燃物 
を載せないでください。 



〇 

0 


材料を入れた鍋を中央ヒーターの中央に置く 
前面操作パネルを開く 


•姐材 

超耐熱ガラスやルさい鍋び使えまず。 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 


電源ランプを点なさせる 


脚スタ-卜 


を巧し、 


ランプを,ななさせる 


調理中はそばを離れず、調理の仕上がりに合 
わせ、义力を調節しましよう。 


♦調理中に火力を調節ずるには 
を巧す。 



r m 』（火力「3」 ） 
『 II 』（火力「2」 ） 
『 I 』（火力「1」） 


1.2kW 

日 00 W 相当 消費電力(飢 
加日 W 相当 


@ 四 を巧し、 

希望の乂力で通電する 


ィ^タイマーを使うときは 〔-» P .31 




〇 


調理ずる 


調理び終わったら 

晒て》-] を押し、通電を切る 


♦中央ヒーターは、火力のコント□-ルや温度調節機能が働 
くため、ヒーターびホくなったり消えたりずることがあり 
ますが故障ではありません。（义力「3」の場合でち温度調 
節機能び働き、ヒーターがホくなったり消えたりします。） 
♦中央ヒーターの中に見える斜めのすじは、温度調節機能の 
センヴーです。 


ベ 


続けて使わないときは 

_ 口 _ 

を巧し、電源を切る 


巧/巧 

の/入 


>トッププレートの温度び約8ぴ C じ(下になるまで中 
央ヒーターの高温注意表示や前面操作ノ くネルの「高 
温ま意」表示をします。 



24 























































































グリルで調巧をずる 


グリル調理のポイント 


魚焼を調理のこつ 



手前側 


♦魚を調理する場合は、尾などの薄い部分び焦げやすいので、焼網の手前側に尾を向けてください。 

♦魚を少量 （1 尾〜2尾）焼く場合は、ヒーターお状により置く位置で焼さ色びつさにくい場合びありま 
すので魚を斜めに置いてください。 

参焼網にサラダ油などを塗っておくと調理物び焼網に付着しにくく、取り出しやすくなります。 

♦焦げ目のつき具合は魚の種類や大きさ、脂ののり具合、魚の温度、塩のみりかげんによって違います。（塩 
のふる量び多いと焦げ目び強くなります。）お好みにより「焼さかげん」キーで調節してください。 

参生魚（さんまやあじなど）は、焼き色びつきにくいので、調理する約10〜20分前に塩をふっておさます。 

♦を凍してある魚は、よく解凍してから焼いてください。魚の内部びをたいため、中まで火び通りにくく焼さ 
不足になったり、温度センサーび正しく働かず焼さ過ぎたりします。 

参厚みのある魚は、そのまま焼くと中まで火び通りにくく、焼さ不足になりますので巧に切れ目を入れてください。 

♦焼網よりも大きな魚を調理する場合は、半分に切ってください。 

♦複数の食品を焼くときは種類、大きさ、厚さをそろえてください。ルさいものや火の通りやすいものは、焼き過ぎになります。 
♦塩さんま（生）は、保をじ令蔵）期間び2曰しソ上の場合、切身•ひものメニューで焼いてください。（皮び乾燥しているので丸焼 
きメニューで焼くと皮び裂けたり焦げやすくなります。） 

参つけ焼さのたれは、よく落としてください。たれやみそびをくついていると焦げやすくなります。お好みにより r 焼さかげん」 
キーで調節してくださし、。 


グルメ調理のこつ 


•冷凍食品を調理するとさは、解凍せずに;令凍のまま調理して<ださい。 

参;令凍ピヴや;令蔵ピヴを調理するとさは、包装を外してからアルミホイルをピヴのまわりにそつ 
て折0曲げて < ださい。 

♦冷凍グラタンを調理するとさは、包装を外してからアルミケース皿のまま入れてください。 

(電子レンジ用のプラスチック容器の;令凍グラタンは、焼くことびできません。） 

♦調理するときの置きちは、下図のよラにしてください。 

♦焼さ豚などの中まで火をとおすメニューは、食けの厚さを 4 cmm 下にしてくださし、。 



ピヴの場合 


グラタン1皿の場合グラタン2皿の場合 ホイル焼き1個の場合ホイル焼き2個の場合 











il 




心. 又.^ 



i 


m 











手前側 


手前側 


手前側 


手前側 


手前側 


g 朋げ> 参通電してしばらくの間、前回の調理でヒーターについた脂び加熱されにおいや煙び出ることびあります。 
♦調理ホ、材料の脂などび下ヒ-夕-や受删こ落ちると、においや煙び出ることびあります。 

♦調理中はヒーターびついたり消えたりしますび、温度調節しているためで故障ではありません。 

♦調理直後にグ U ルドアを引き出すと、煙び前面か日出ます。特に脂分のをい魚などを焼いたあとは、 
30秒程度待ってから引き出してください。 

♦ヒーターのク U —ニングを途中で終了したときは、ヒーターについた脂び残るため、次回調理をする 
とさ、最初ににおいや煙び出ることびあります。 

♦グ U ル調理はメニューに応じて上•下ヒーターを自動的に切り替えます。メニューによっては上•下ヒー 
ターの 通電を細かく切り替えるため、ヒーターびホくならない場合びあります。 

♦手動調理は上•下ヒーターの通電を細かく切り替えて両面を焼さ上げるため、自動調理で調理するとさ 
よりを仕上げりに時間びかかる場合びあります。 


中央ヒ—夕—で調理をずる/グリルで調理をずる 


2已 
















































































































グリルで調理をする（つづき) 


グリルで自動調理をする 




〇 


材料を焼網の上に載せ、グリルドアを 
確実に閉める。前面操作パネルを開く 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 


電源ランプを点巧させる 

问 を巧し、希望のメニユーの位置に 
「►」 マー クを点口させる 


® の 


を巧し、 


食材に適した焼きかばんを 
設定する 


0 


脚ストト 




を巧し、通電する 

メ □ディーび鳴った b 終了です。 


食材を取り出します 


続けて使わないとさは 

を巧し、電源を切る 


g 姐材 


♦調理中はメニューおよび焼さかげんの変更はでさません。 
参調理物を入れたままにしておくとク U —ニングやを熱で 
焦げ過ぎることがあります。 






雨;田 

ち / J 京 


の/入 



メニュー選択 


►丸焼き切身’ひも®つけ焼きき動 

ピザグラタンホイル席き 


中 


丸焼き 切身.ひもの ►回 


►手動 I イ f ホイル後き I イトけ 夕 



焼をかげん設定 

、 

.■か 

* 1非 強 ■ 

弱め 

標準 強め 



>タイマー表示部び f ，と表示され、途中か日調 
理の残時間を表示しまず。 


丸焼き 


中 


♦調理び終了すると約已分間、自動的にヒーターの 
ク U - ニング （〔し 表示）を行し、、国のランプび 
点滅します。（ヒーターを加熱して付着した脂分 
を焼さ切ります。） 

焼さび足りないとさは、追加焼さで様子をみな 
びら、さらに焼いてください。 [- » P .30 1 
♦ヒーターのク U —ニングを途中で終了したい場 


合は、の/ストトを押してくたさい。 
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自動巧理の目安 


ぶ0のつ巧已 
[しよ5ゆ31 口） 
曲 loosi 如 n 
附 8 ~ 1 細| 


か。、まの一在干し 

I 脚 1 轴2田 

因たはた1(か卜1的） 


»話 I 


!脚驻別!！ 
(内14、巧か 


ぶ巧 |«3' 

で CS の西京 SIJ 
I みそ演け . かず宙口） 

脚 OOg ! 5脚 
，脚 3-1 細： 

的出 -3 姑巧 ィ〇*' 

… fT !? こ-… i 脚 2 M 谢； ん 

巧舌と DI た打巧 S) I .?■ •ぱ m 切 

[け側自な 
巧。-16911 

* さと0(坦沒さ）しし口を I づ^ 

; 1 S 脚 slSS 的蝴5 *|^ 4 ^^ 

I 册卜 I 日が'脚 3 H 細ぶじの邮 

脚〇站巧脚 4- けが 

tl 巧[皿’本)ちた0の S さです， （ ）はち互ち H ® 目田です，有安を*$にして•大きさや拍によつて巧 S ひげ/ V 巧 g んでくだ己し V 



«自田旧里の《き卸’ 


強 广 

a き卸巧に B . 


ご圧[ビザ J < 「グっタンい 

# 

陆イル巧き J の IR こ S (なつてります， 

!♦ 

«手羽巧のつけ巧さ*! 

:1曲巧240扫 SI 
(打24•'巧が 

[1*«扣が' a む田の-巧が" 

■ 1 心！^ 

1 43 ^ (K 

ビ IJ 辛ウイング 


: B のホイ [1 


,一 田 

的 

□-ストビーつ 
[化が0曲1$附 6-2 肋） 


I 變 

I 冷*ビヴ 

I 田 Sinsscm 巧 300 g] け 

1(円 15~1 B 出 


! 巧 e ピサ - 

り S 職 26cm 扫 3 卿 ] 16 
； W4~17 分 )I 

1辱 

手巧 0 ビザ 

IIRE^SEot) 円 300 白 1 也 
I 脚 5-1 断） 


ザ 


ず. 


グラタン 



I ブ U ルで助巧をする (S 扭巧巧) 


な焼を自動調理の目を 


腎 


グルメ自動围理の目を 
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グリルで調理をする（つづき) 


グリルで手動調理をずる 




〇 


材料を焼網の上に載せ、グリルドアを確実 
に閉める。前面操作パネルを開く 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 


電源ランプを点巧させる 


司を巧し、「手動」の位圖こ 
「►」マークを点口させる 


©巧 


を巧し、 


食材に適した焼きかばんを 
設定する 


0 

© 


咖スタ-卜 


を巧し、通電する 


調理び終わったら 

邮ス》を}甲し、通電を切る 


続けて使わないとさは 

一口 一 

を巧し、電源を切る 


電源 

の/入 


メニュー選択 


1 あ焼き切をひものつけ焼き►手動 

中1 

1 ピザグラタンホイル烧き 

1 




r ---| ►か 焼き]►[鹏 'ひもの ■► I つけ技き ■►l ►ピ ザト 


►ま動イ►ホイル烧きイ►グラタ: 7’ 


焼をかげん設定 




弱 1 

1か 

1| 

1か 

強 ■ 


弱め 


標準 


強め 


調理中はそばを離れず、調理の仕上びりに合 
わせ、調理時間を調節しましょう。 




タイマ—を使うとき はら > p .3 i ) 



♦調理び終了すると約已分間、自動的にヒーターの 
クリ-ニング （〔し 表示)を行います。 
♦ヒーターのク U —ニングを途中で終了したい場 
合は、 


の/ストト 


を巧して < ださい。 
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手 id 巧巧の目哀 


ミち意 


を田！（白®で巧けないをの） 


I ヴリルでお巧をずる〔ホな巧理) 


|1 一 _ 


軍 


画 


i 


I こ if 離 il J 

If 屬臟離離滞 i 離 i 

却 ii 


み巧さ i 巧巧の目ち 


グルメ手巧巧ほの巨安 


巧い I化ル 
りさ。が U 
ただす矿ヴ 






It 弓3 一 3 3 
てび w w n 巧5忙 
i 脱^ 


心款稳其 T 

WW びだは田卢ぶ6がと々 


を打；^柏^肌むが晰け说；？ W とが 

SS 式 SI5‘I 其 i 

巧に商雨中るつル巧ス«因中成の 
巧丰陌ぴ巧す巧リ理ラのア理巧ア 
¢1上長柄拥 D さヴ巧づ巧ド拥□ド 


A す 

S 


q— し J, 一呂す 

i 腿逆が 

Tf ^ 5 娜 3 な Iji ぉ即網此だ 

眺誌剛い画 I 禮耐 i 

1 |が常 1 里 y 巧黑 

S 化^如 S 溫 psi 
邮 I 心麟邮滿 J 端業訊 

義 Ip 歷 IP 證赃鳥篇冊娜 

si の pi 端還 S 恐 

為 g 品 sui 蓋認位卜册 

• ■を • • • 
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グリルで調理をずる（つづき) 


追加焼ををする 








自動調理終了後、 ヒーターのクリーニン 
グ中にセットしまず。 


〇 


追加烧き 


」を巧し、 

ランプを,点なさせる 

P | V | を巧し、 

時間を設定する 


@ 


脚が卜 


0 


を巧し、通電する 

メ □ディーび鳴った日終了です。 


食材を取り出します 


続けて使わないときは 


電源 

の/入 


を巧し、電源を切る 


追加焼さ時間設定 



) ♦タイマー時間は3分か日始まります。2日分まで設 
定でさまず。 



♦調理び終了すると約已分間、自動的にヒーターの 
ク U -ニング （〔 し 表示)を巧い、 N き]のランプび 
点滅します。 

♦さ b に焼きび足りないときはもう一度追加焼きを 
巧ってください。 

♦ヒーターのク U —ニングを途中で終了したい場 
合は、&ス叫を押してください。 


♦庫内の温度び約8ぴ C 1； (下になるまで「高温ま意」 
表术をします。 

点滅 


气1 


1 溫 
注意 
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便利に巧ラ 


を 



の/スタ-卜 


や 


脚か卜 


を巧したあとの通電中（調理中）にセットしまず。 


〇 


を巧す。 



〇 回 


を巧す。 


を巧し、 時間を設定する 阿 を巧し、 時間を設定する 


♦設定でさる時間 
义力「1」〜「引 ► a 時間已已分 
义力「6」〜「12」 ►! 時間 
保温 ► 1時間 


♦設定でさる時間 
グ U ル ►29 分 

中央ヒーター ► 1時間 


約 3 秒間待つ。 メ□ディ-び鳴り、 タイマーがスタートします 

メ □ディーび鳴ったらタイマー終了です。自動的に通電を停止します。 

♦途中で調理タイマーを中止するときは、ちう一度 〇 を巧してください。 

♦設定した時間を変更したい場合は、タイマーを中止し、再度設定してください。 




脚巧-卜 


とろ乂 

弱义 

中*^ 

強火 




■制は— ち IH ヒーターで説明しています。 


CE ^ J 

sT- 三ノ 

し . ゴ — 



rt -、 1 






グリル（手動調理）で説明しています。（中央ヒーターち同じ 
操作をします。） 


I 局湿 
を意 


手動 


強 


ヴリル 


iiS き 


'ニン如3 


の/スタ十 


屋巧ク IJ - ニン如 3 W し 


赔かけん/义力偏 

国タイマ- 

,R 

1 

► 

回 

、■- _ 1 


ザ 


中央ヒ-》- 


載外 


に]- 



分〜1時間までは1分きざみ、1〜已時間までは10分きざみ、已〜9時間已已分までは30分きざみで設定できます。 


クリル•中央ヒーター 


左•ち IH ヒーター 


タイマーを使5 


クリルで調理をずる(追加焼さ)/便利に使ラ(タイマ—) 
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便利にほう口づき) 


操作をロックする 


■规 IISIE ^ >ををのために、操作できないよう□ジクできます。 



全ての操作を□ックする 


〇 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 

電源ランプを点なさせる 


チャイルド を3秒間巧し、 チャイルド 

^ DW ランプを点巧させる 

.点な- 


全ての□ックを解除する 


〇 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで}甲し、 

電源ランプを点なさせる 


チヤイルド を3秒間巧し、 チでイルド 

ランプを消なさせる 




中央ヒーターの操作を□ックする 


〇 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 

電源ランプを点なさせる 


巾化-》- を3秒間巧し、 中央ヒ-夕— 

巧。、 の ランプを点好させる 

点灯 


中央ヒーターの□ックを解除する 


〇 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 

電源ランプを点なさせる 


中央ヒ-》- を3秒間 f 甲し、 申巧ヒ-夕- 

□ツクランプを消巧させる 


(m^ 


音量を設定する 

電源「 

の/入 L 

^を「ピッ」と鳴るまで巧し、 

—— 電源ランプを点!打させる 


^を3秒間巧す 


音声の音量設定•聞を直し 


音声を聞を直す 


音声を聞さ直したいとさは 

声 I を巧す 直前の音声の内容び琉れます。 


音声 


1を巧し、 

希望の音量を選ぶ 


音量設定時の表示 


希望の音量で 3 秒経過ずるとセツト完了 






『 Ml 』 指量 r 大」） 
r II 』括量 r 中」） 
『•』括量い J 、」） 
『 』宿声「刚） 
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レンジフード巧 » システムをほラ(機能付きのみ) 


■化の— ♦レンジフ-ド勘!システムは g ヒ-夕-、またはグI」ルの® S. 削:に翻して，レンジフ- 
ド（涅巧システム巧巧待種のみ）が蛋拓•惇止ずるシステムです。 

•レンジつードにぶっては曲巧び異な:る場合があ0ます。また.レンジフードの巧いかたはレンジ 
フードの西汲な巧さをご!! ください。 

•レンジフード廷をシステム巧なのレンジ フー ドについては，お男い上げの巧売居または別巧の 
r ご巧な窓口 J の留口にお問いさ行せ <ださい。 


操巧と連動ずる巧容 


クッキングヒーターの揉作 

レンジフードの作图 

备ヒータ ー. またはグ1」ルの通空を開巧したとを 

風量「中」でま坛しまず。 

宮ヒーター.またはグ U ルの通否を巧止したと去 

的3巧をに自致岸止します. 



運起を切り替えるときは 
媽を巧す 


巧ずごとにレンジ フー ドのび 

'中 j—r 勘—「財—伸 J と田 0S り日ます. 

照明を点打（消‘丹）ずるとさは 

f ^ iIi ]を巧ず 

運転を厚止ずるとさは 
(¥) を巧す 


レンジフードが信止中に I 羁を 
巧すと 




クッキングヒーターからの居号びさそざ6 
れるとレンジフードが巧おしない培さびち 
D ます。 

■送情巧が巧〇でし1る， 

■な居封げ田ゥつライバンのとってなどでおおむ打 
ている. 

>ちの UE つンを#(でしてし •! る. 



一をブザーに切り音える 


〇 


■g を「ビッ J と柏るまで巧し. 

の、 I ~ ' 電源ランプを点打させる 

前面巧作バネルの 

を3巧间巧し、 f ピピッ J と 

凹お。た5 

切り替え完了 


•ちとにちどずとホモ).同じ揉作をします。 














